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研究成果の概要（和文）：臨床現場ではバイタルサイン測定用具は電子化された用具の使用頻度が高い一方で測
定値の正確性の課題があり、患者への適性の判断が求められていた。罨法用具選択の際は身体への固定のしやす
さや安全性の確保に着目されていることが分かった。寝床環境用具では主に身体の下に敷く寝具により環境の調
節がされていた。
　利便性の高い看護用具は一方で誤作動や事故のリスクを伴う。各用具のもつ機能と原理、患者への適性を判断
できる基礎的なアセスメント力の育成にむけた教材作成が必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Electronic devices were the most common application used to measure vital 
signs; however, it was necessary to assess the patient’s suitable to use them due to measurement 
inaccuracy. Fixability and safety were the main concerns when selecting heat and cold application. 
Concerning bedding, an extra sheet was placed underneath the body to adjust the surface temperature 
of the mattress. 
Nursing instruments, used frequently in clinical settings, was convenient but associated with the 
risk of malfunctions and accidents, indicating the importance of promoting nurses’ basic assessment
 skills to understand the functions and principle of each instrument, as well as to evaluate the 
patient’s suitable and risks associated with using them. 
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１．研究開始当初の背景 
医療現場において使用される医療機器や

看護用具は医療技術の進歩・患者のニーズの
多様化に伴い日々進化している。これに伴い、
看護基礎教育では臨床現場の動向に合わせ
た技術教育が必要である。看護技術の中でも
バイタルサイン測定や体温調節のための罨
法、病床や寝具環境の調整は基礎看護技術と
して位置づけられ、早期の習得を目指して教
授されている 1）。 
体温・循環調節に関する看護用具の臨床現

場での活用状況をみると、アイスノン®など
の CMC（カルボキシメチルロースの略：以
下，CMC）製品や電子血圧計、電気毛布とい
った一般商品化された用具が用いられるこ
とが多くなり、基礎看護技術の主なテキスト
に掲載されている熱湯や氷を用いた伝統的
な看護用具を見る機会は少ない。看護用具に
ついて、看護基礎教育と臨床現場との乖離が
見られるとする報告 2)もあり、臨床現場の動
向に対応した技術教育のあり方を検討した
い。 

 
２．研究の目的 
患者の体温・循環の調節の目的で使用され

る看護用具の臨床現場における活用状況を
明らかにする。近年の臨床現場で活用性の高
い看護用具や特定の領域で用いられる看護
用具について把握し、その選択目的や使用方
法の特徴を明らかにする。さらに、安全で効
果的な技術教育のあり方について検討し、教
材作成に役立てたい。 

 
３．研究の方法 
（1）文献検討とインタビュー調査 
 文献検討は①全身の保温・解熱とその管理
を目的とした技術に言及していること、②全
国規模の看護系学会誌・学術雑誌または看護
系大学紀要に掲載された研究論文であるこ
とを条件として精選し、20件を分析対象とし
た。さらに日常業務において看護用具の活用
に精通している臨床経験3年以上の看護師10
名を対象に看護用具の活用状況についてイ
ンタビューガイドを用いた半構造化面接を
実施した。 
 
（2）質問紙による全国調査 
病床数 200 床以上を有し、病院機能評価の

認定を受けている全国 1000 の施設で日常的
に看護用具を使用している臨床経験3年以上
の病棟看護師 3000 名に先行研究（渡邉
ら;2017）をもとに作成した自記式質問紙調
査票を郵送した。調査項目は対象者の基本属
性（年齢、臨床経験年数、診療科）と 1．バ
イタルサイン測定用具 2．寝床環境用具 3．
冷罨法用具 4．温罨法用具の 4種類計 27 個の
活用状況をたずねる内容で構成した。回答結
果は統計ソフト SPSS ver.20 を用いて分析し
た。 
 

４．研究成果 
（1）文献検討とインタビュー調査の結果に
みる体温・循環調節の看護用具の活用状況 
文献検討とインタビュー調査の結果、近年

では電気毛布やアイスノン®、加温式ホット
パックのような CMC 製品など電子化・製品化
された看護用具の使用が増えており、簡便か
つ衛生的、持続性があるなどの理由で普及し
ていることがわかった。また安全性の確保が
最優先とされ、看護基礎教育課程において伝
統的に教授されてきた水銀や熱湯を用いる
看護用具は廃止傾向にあった。危険を伴った
り二次障害のリスクのある看護用具は臨床
現場から消えつつある一方で、自宅で日常的
に使用しているという患者の強い希望で湯
たんぽを用いることもあり、在宅療養におけ
る患者の生活スタイルに合わせ看護の多様
化が確認された。また、本来は発熱時の解熱
の目的で教授されてきた氷枕や氷嚢を身体
各部の炎症部位に固定したり、静脈炎の緩和
目的で用いるなど、主に解熱目的以外で効果
的に活用されている実態も分かった。 
 

（2）質問紙による全国調査の結果 
調査票の回収は790名（回収率26.3％）で、

臨床経験年数は平均 14.9 年（SD,12.4）であ
った。勤務している病棟の診療科は一般病棟
204 名（25.8％）、回復期・療養系病棟 74 名
（9.4%）、小児系病棟 29 名（3.7％）、精神・
心療系病棟 79 名（10.0％）、整形・脊髄系病
棟 35 名（4.4％）、救命・急性期系病棟 80 名
（10.1％ ）で、複数の診療科をもつ他科混合
病棟は 213 名（27.0％）であった。 
27 の看護用具の使用頻度を下図（図 1）に

示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図１ 体温・循環調節に関する看護用具の

使用頻度 



 
①電子化されたバイタルサイン用具の普

及と現状 
バイタルサイン測定用具のうち、電子体温

計や電子血圧計は 85.0％以上が毎日使用し
ており、電子化された測定用具は測定の速さ
と簡便さから選択されていた。さらに近年で
は体温や血圧等の測定結果が即座にパソコ
ン上のフローシートに反映される記録式シ
ステムの導入も見られており、電子カルテの
普及に伴い、バイタルサイン測定用具や情報
の管理も徐々に電子化されていくことが考
えられる。 
しかし、バイタルサイン測定用具の使用上

の留意点として「患者に適しているかアセス
メントして使用する」の回答が多く、特に電
子化された用具は対象者の状況に関係なく
作動したり誤作動を生じることから正確性
の課題があることが分かった。各測定用具の
原理を正確に理解していなければ誤った使
用方法のまま用いられる危険も高い。臨床現
場の看護師が適性をアセスメントしながら
患者に合わせて複数の測定用具を使いこな
していることがわかり、看護基礎教育課程に
おいてはバイタルサイン測定の原理につい
て改めて教育し、電子機器による測定の限界
や正確性を追求するためのアセスメント力、
及びその手段について強化する必要がある
ことが示唆された。 
 
②罨法用具に求められる要素と留意点 
罨法用具は電気毛布、アイスノンなどの

CMC 製品は 85％以上が、ビニール入り温タオ
ルは 54.0％が使用していた。これらは保管や
後始末が簡便であり、熱湯や氷を入れて用い
る罨法用具に比べ消毒・洗浄がしやすく衛生
的なことも影響している。また冷・温罨法と
もに患者へ触れる際の危険に最も注意しな
がら体温調節以外の目的で様々な局所へ適
応されていることがわかった。 
一方で患者の生活習慣に配慮し、伝統的な

氷枕や湯たんぽを「本人の希望」で用いるケ
ースも多かった。療養生活の中において罨法
は患者の生活習慣を尊重したり安楽を促す
ケアとしての意義があり、伝統的な罨法用具
の教育も引き続き必要であることが示唆さ
れた。 
また、アイスノン（小）は小児系病棟での

使用が多く、精神・心療系病棟では使用しな
い傾向にあった（p＜0.05）。氷嚢は整形・脊
髄系病棟での使用は多いが小児系病棟での
使用は少なかった（p＜0.05）。電気毛布は一
般病棟での使用は多いが小児系病棟や精
神・心療系病棟での使用は少ない（p＜0.01）
など有意差が見られた。 
小型アイスノンや氷嚢はその小ささや柔

軟性を生かして目的部位にピンポイントで
当てることができ、冷却効果が大きいと考え
られる。小児系病棟、精神・心療系病棟では
電気毛布を使用しないとする回答が有意に

多かったのは、コミュニケーション困難や精
神障害等により事故の危険が大きいものと
考えられる。電子化された罨法用具を用いる
際はバイタルサイン測定用具同様に、実施
前・中・後を通してその適応や使用上のリス
クなどを適宜アセスメントすることが重要
である。現在、温罨法で主流となった電気毛
布の取り扱い方法について詳細に述べてい
るテキストは見られず、安全な使用方法に関
する教授内容を強化する必要がある。 
 
③寝床環境用具の活用状況にみるベッド

メーキング教育の課題 
寝床環境用具ではマトレス、下シーツ、包

布がほぼ標準化され、特に包布は全体の
91.8％が毎日使用しており、同じ上掛け寝具
であるタオルケットや毛布の普段使いは
20％以下であった。寝具選択の際は「汚染防
止」に着目されており、主に防水シーツや横
シーツが大部分を占めていた。標準化された
用具に加え、マトレスパッド、防水シーツ、
横シーツ等を適宜組み合わせ、患者の状態に
合わせて調整して用いており、基礎看護技術
のテキストに掲載されているスプレッドや
ホコリの吸着しやすい毛布の使用頻度は少
なかった。清潔保持が難しく保温性の低い寝
床環境用具は臨床現場で用いられなくなっ
ている。ホテルのようなベッドメーキングは
ボディメカニクスやシワのない清潔な寝床
環境を意識づけできるが、目的に合わせた寝
具の使い分けが出来なければ安全で快適な
環境は提供できない。温かくて柔らかい包布
が標準化され、身体の下に敷くものが重視さ
れる時代となった今日、それぞれの寝具にど
のような機能・効能があるのか、さらに患者
の状態に合わせた快適で心地よい寝具の使
い分けについて教授することが求められて
いるといえる。 
 
④看護用具の多様化と看護基礎教育の課

題 
看護用具の活用状況から看護基礎教育と

臨床現場で使用する看護用具の乖離が見ら
れた。しかし、それぞれの用具の普及に伴い
使用上の課題もあり、単に使用頻度が高いも
のを教授するだけでは患者に合わせた安全
な用具の選択や用具使用時のリスク管理能
力は育成できない。診療科によって用具の使
用状況に有意差が見られることからも、それ
ぞれの診療科に多い症状の特徴を把握し、効
果的な用い方を教授するべきである。さらに
各用具を安全かつ正確に用いるためには、用
具のもつ構造上の特徴や身体にどのような
機序で作用しているのか原理をただしく理
解することが必要であり、それをいかに教授
するかもアセスメント力育成の鍵となると
いえる。今まで使用したことがない用具の取
り扱いや注意点を口頭で説明するだけでは
浸透しにくいため、例えば自動で作動するも
のの利便性と同時にあえて誤作動によるリ



スクを可視化したり、実際の活用事例の体験
を通して各用具のもつ機能や効能を学べる
ようにするなども一つである。看護用具が多
様化する中、応用技術に対応できる基礎的な
アセスメント力をいかにして育成するか、基
礎教育の工夫が求められているといえる。 
これらの結果をいかし、臨床現場の活用事

例にもとづいた安全・安楽な看護技術の教材
作成を進めていきたい。 
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